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緒 言

　キシaウスズメノヒエ（PasPalZtm　distichum　L．　）は

熱帯アジアの原産で，わが国では西南暖地，特に九州の

海岸や河辺の湿地に群生分布してお匂，スズメノヒエ属

の多韓である♂＞2）本門好水湿性，好高温性二丁

性の特性ををもち，これらの条件が適合するときは回収

生産が可能で，既に九州・竜北地方では実用化されてい

る。しかも，本草は過剰な多肥条件下でも硝酸塩の蓄積

は少伽と糖3）齢ている。関東地方にお瞳は渡

期の高温，冬期の低温等のため，現在夏期に高位生産を

維持し得る多年草は見当たらない。また，本草の特性は近

時問題となっている糞尿多施用による飼料作物中の硝酸

塩の蓄ぼ），それによる家畜の硝酸中謹）の鍛の醗

にも有効と考えられる。著者等は以上の観点から，土壌

条件（畑，水田）と窒素多肥が当地方に語ける本草の収

量：，窒素成分等に訟よぼす影響を検討したので，その結

果を報告する。

　　　　　実　　験　　方　　法

1．栽培の方法

a）実験圃場等

当学部内飼料作物圃場の暗8で，前年水稲作付の跡地

を利用し，深さ15～20伽に耕起・・細土後，90・em×90・cm

（0．81㎡）の木枠を作り実験区とした。畑条件のものは

地表面20cmのべヅドを作り排水良好にし，水田条件の

ものは地表下20・cmに掘匂下げ，ビニールシートを敷き

土壌を15・cm入れ，湛i：水状態にして水深10～15磁に保

った。な澄，木枠は周囲地表面よ如回るようにし，漏水，

冠水を防止したQ

　実験圃場区画設置はキシュウスズメノヒエについては

土蟹条件を畑，水田とし，また，施肥段階によって1区

2連制とし，対照作物3種は畑条件のみで同様に行った。

その配置には環境差等の影響を小さくするよう配慮したQ

　b）施肥：量

　各実験区の施肥は5回刈を想定し，第i表に示す施肥

設計に従い実施したQ標準的な施肥量は，基肥として，

窒素（N）1e～憲5燐酸（P205）15～2◎・加里（K2e）10～15・

鉛よび追肥として刈取毎に窒素10　，加里10（各成分ky．／

　　第1表施罷設計（10a当り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　k9）

X千葉県東葛飾農業改良普及所

　　The　．4bLgricultural　Extension　SeA’ice　Station

　　of　Higashikatsushika，　Chiba　Prefecture．

基租
追　　肥

小言
追　肥

篇言

1翻駿 2翻i 3番刈後 4・翻

標準区 16 8 8 32 8 8 48

㎡ 2倍区 32 16 16 64 16 16 96

3倍区 48 24 24 96 24 24 144

Pチ）5b 48 一 『 48 一 一 48

1～oc 2◎ 10 10 40 10 10 60

a）基肥は硫安，追肥は尿素を施用。

b）成分量で熔燐：過石を2：1の割合で施用◎
c）　硫加を施用。
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f。。）とされていがが諏実験に紳ては基肥の窒素

は追肥量の2倍とし，かつ，標準旛肥量は上記の標準的

追肥量の80％とし，基肥には硫安，追肥には尿素を施

用した。さらに窒素の施用：量により，標準区，2倍区診

よび3倍区の3段階を設定した。蜜た，燐酸は窒素3倍

区を考慮して表1の施用量を成分量で2：1の割合で熔

燐，過石で全量を基麗として施用し，加里は硫酸加里で

ほぼ標準的施肥量を施用した。なおpローズグラスを除

く作物については，生育停滞等が観察されたため，窯二

戸後の追肥を設計量の1．5倍量とした。

　e）植付，播種および刈取

　　（i）キシュウスズメノヒエ

　植付苗は千葉県酪農試戯場飼料作物研究室よb移譲さ

れたもの（系統は千葉県木更津帯袖ケ浦地方の自生種）

のランナーを切断長15～2◎cm（1～6節）に調製し，

30磁馳／1◎a相当量を各区劃に植付けたQ水田の場合は

活着するまで浅水状態を保ち，以後湛水状態とし，畑の

場合は薄く覆土を行い，適宜灌水したQ

　植付，刈取月日は第2表に示すと細りで，刈取は水田

条件のものが草丈50～60emのときに畑条件のものも同時

に地上5～6醗高で行った。

　　第2表　各作物の植付，播種及び刈取月臼等

キ臨ウスズメノヒエ
シコクビェ

畑 水田
グリーンパニ緊ク

艶ズグラ

樹づ～下野 §月20日 明2帽 明2◎霞 明2帽 6月2帽

豆番刈
i軌畷）

8月1蝦
i3e－40）

8月11田
i40N50）

8．月2媚
i80～9◎）

7月27日
i76a」8e）

7月26田
Q◎〃夏◎①

2番刈
i：軌切

9月12日
i2◎略0）

9，月11日

i50〃6◎）

9月エ1日

i65N70）
8月27賦
i7◎～75）

8月12日
i70＾・75）

3番謡
i草丈｝切

一 1q摩娼
i55N65）

1Q月16日

i75，vgO）
10月1日
ｿ00～11①

8月27日
i70刃75）

　　（ll）対照作物

　シコクビエ，グリーンパニック，ローズグラスの3種

を種子量3晦／1◎a相当：量を各区劃に散播，覆土，鎮圧

し，適宜灌水して栽培した。施肥区分は標準，2倍区の

2段階とした。播種，刈取月田は第2表に示すと澄りで，

いずれも草丈70～8　Ocm時に地上5～6伽高で刈取9を

行ったQ

　2．分析法
　　（i）一般成分

噸成分は常法7）縦って定量した。

　　㈲　全窒素（T－N）k一よび蛋白態窒素（P－N）

全獄騨酸塩の存在が濾蔀たのでGun曲9変紹

蜘態窒素鵬。，。、、。ilぜ）はわ暫した。

　　㈲硝酸態窒素（齢3→の
硝灘舞は，試料の蝦蹄をz。（ows）、法8）va

て騒蟻そ備灘ついてZ。末X5t・　：t色鍵）に

よ碇凱た。㈱，壌勅ものvaついてはAOA（宏。）

に準じe水浸出液に：沈降性炭酸カルシウムを加えて振盈e

濾過した液につき，上記の比色法で定量したQ

　　　　　　　結果および考察

　筆．作物の生育状況

　キシュウスズメノtt　tiの生育は，初期生育は良好とは

いえず，十分な密生状態となったのは，植付1ケ月後の

7月下旬で，以後旺盛な繁茂をし，茎立ち葉数共に増加

した。これは畑条件のものに顕著に現われ，水田条件で

は畑条件よb速かな繁茂を示した。各区，全期間を通じ

葉色は緑～濃緑色を呈し，施肥水準の高いもの程濃緑色

であった。な二三条件のものは2番刈後，乾燥と低温

のため生育不良で刈取不能となった。

　出穂は8月上旬に始まb，畑条件のものに多かったが，

出穂率は10％以下であった。水田条件のものは各区と

も2～3本程度であった◎2番刈の出穂は上述1番刈の

ものよ如若干多かった。

　倒伏は，畑条件では見られなかったが，水鑓条件では

施肥水準の高いものに多く見られたが，刈取困難の状態

ではなかった。

　病審虫による茎葉への被害は見られなかったがs水田

条件でザリガニによるランナーの食害があったQ

　雑草は，畑条件でカヤソリグサ，ノビエ，スズメノテ

ッポウ，スズメノカタビラ，ノミノフスマ，ナズナ等が，

水田条件ではカヤソリグサ，ウキクサ，ウリカワ，コナ

ギ等が認められたが，適宜除草を行い，作物の生育に支

障のないようにした。

　対照作物の生育は全期間を通じて比較的良好であった

が，シコクビエは発芽：不良のため初期生野がやや劣った。

　2．作物の生草収量

　各作物の坪草収量を2連の平均値で示すと，第3表の

と参りである。キシュウスズメノヒエでは水田条件のも

のは畑条件より1番刈でやや少ないか，同程度であった
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が，2番刈では極めて高く，また，1es　2番刈の合計収

量は各施肥区分とも畑条件の概ね1，7倍以上であった◎

　第3表作物の生草収量（kg／e．8・1ne・）

働
壌
難

二
月 1番刈 2番刈 小　計 3番刈 合　計

キ
シ
晶
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

畑
工
葺
思

1．81

＜qα3畦

Q．95

m0．05
浮P8

}似39

1．29

mα王3
P．17

mα09
P．86

yα40

3．09

m0．21
S．12

}α04
T．04

}α79

水
田

1
夏
燈

2．◎9

yαS6
Q58
yQ3唾
Q50
mα◎1

2．97

ﾜ鍛曝
T．40

mα2◎
T．84

mα12

5．05

}◎。覗

V．99

m0．55

W35
桙≠P2

216
y獄13
≠V5

¥α08
Q81
m0．33

7．21

m。．23

Pα74

m脇3
P1．15

≠ﾆα21

シ
繁
ク
ビ
エ

畑 1
旦

1．26

¥0．62
Q．56

m“23

1．64

¥（転22

P．7◎

}α02

2．90

yα84
S26
m◎．21

2．ao

¥。．塁2

≠Q2

mα29

549
¥L26
U．48

mα89
グパ

潟G

pソ
塔N

畑 1
狂

L85
}α01
≠S6

}0．09

1．56

¥0，01
≠Q6

yα◎1

3．壌1

}0．02
T．72

}αエ0

2，0塩

¥銑16
Q．63

¥0．05

畿亟5

mα14
浮R5

y⑳s
口
i
グ
ズ
ラ
ス

畑 i
且

1．44

}α00
Q．39

y0．07

1．8違

m似11
Q．23

}αo’

a28
mα11
S．62

mα04

1．34

¥α◎1
P．65

mα07

遮．61

mO．10
U．27

ﾜα03
N　Iは標準区，

　ag　4表

疑はN2倍区，通はN3倍区

施肥水準による収量：増加は「般に標準区とN2倍区間で

は大工かったが，N2倍区とN3倍区間では三千ではな

かった。対照作物の1e2番刈合計収：量は本：草の水田条

件よ砂はるかに低く，畑条件に概ね近似の収量であった。

本草の水田条件は3番刈迄の合計収量でも対照作物に比

し干しく高かったが，気温低下，生長停滞の認められた

3番刈では，いずれの作物も施肥水準の違いによる収量

差tt　一般に小さかった。これらの事実から，本草が湛水

状態，高盤で良好な生育を示し，N多肥の効果が大であ

ることが確認された◎本草は水田条件1～3番刈の合計

収：量がエOa当釦換算，N2倍区で13t，N3倍区で

14tとな参極めて高収量の作物と見倣し得る。鷲た，

畑状態では対照作物のローズグラス等と同程度及至それ

以下の収量であったこと，密生，茎立ちが遅れることな

どから本草の特性を生かすには充分な湛水状態が必要と

思われる。

　＄．作物の乾物収：鐙と各種成分含量

　　a）乾物（DM）含：量と乾物収：量

キシュワスズメノヒエのDM収量澄よひ各種N成分含量等

刈取 土壌 甚施肥
DM　％ DM収量9

D 簸 中

月日 条件 区分 T－N％ P－N％ NPN％ NO－N 一N／T－N
1 19．58 35L6 L463％ 1，317 0，146 α01 90．01

1 ＝と◎．51 ＝ヒ56．3 士α013 士α042 土0．03◎ ＝と0．◎◎1 ±a12

番
畑 ∬ 16．72 492．7 2173 1，726 0，447 0，◎95 79．68

±α81 士15．2 ±0422 圭0．004 圭0．119 ±◎．033 土峯・34

刈 壇 14．97 474．6 2，716 1，998、 0，718 α232 73．60
士0．43 土74．1 士0．104 土0．037 ＝と0．068 士（LO19 士L48

王 1i凱70 328．8 a1◎8 1，847 0，261 α013 87．73
曾 水 ±：α26 ±92．5 士0．267 ＝と0・219 士◎．048 士0．011 士0．73
月 獲 1ε72 4◎　1．6 a24◎ 2005 α236 α0玉5 89．5311

U 士1．Q2 士27．6 圭0，021 士α054 ＝とひ075 圭0．006 ±3．27
田 嬢 14．83 371．1 3，130 2，668 α462 0，022 8翫27

士α30 圭　8．7 士0。041 ＝と0・021 士0．063 士0。006 士L82
1 27．58 354．3 1，186 1，◎66 α120 α0◎5 89．85

2 士α08 圭34．8 士0．169 ±0，158 士0．012 士0．003 士0．48

番 畑 互 27．36 32LO 1，596 1，410 α186 0，046 88．12
刈 士α22 士27．9 土0・118 土0・153 士0，035 圭0．002 土3．07

澱 26．60 487．6 1，957 1，67◎ 0，287 0，086 8畿22
（

土1．78 士733 ±0ほ17 士◎4護4 土0．026 ±0・014 土2．24
9
n
月

1 19．58 57＆9 1，131 1，◎66 α065 0，006 94．41
11 水 土L20 土＆1 士α057 ±：0．030 士0．027 圭0．001 士2。14

o 護 19．26 1◎39．5 1，551 L393 α158 0，008 89．8212 士1．00 ±15．0 土0．◎33 ＝と0，028、 土α005 圭（LOO1 圭0．10
旦

田 皿 17．87 1044．0 1，784 1，602 0，182 0，008 89．78
土0，09 土1a6 士0．020 ＝と（LO47 圭α027 圭0．002 圭L63

3 1 17．42 376．8 L836 1，622 ◎，214 α007 88．39糞 水 士0．04 士22．王 ±◎．038 圭0。◎02 圭0．040 圭0 士1．93

1◎
∬ 17．64 485．8 2283 2，041 α242 0．0’ P7 89．38

月 圭0．48 士27．9 士0・100 ＝と0．009 圭0．GO8 ±：0 圭0．84

14 田 m 17．90 500．7 2，623 2，312 0，312 α044 8＆10旦 士0．40 士47．1 士α313 ＝ヒ0．280 ＝と0．032 士0．018 士0．18

X－　1は標準区，9はN2倍区，還はN3倍区
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第5表　対照作物のD瓢収量，NO3　一N含量等

勢
藁一ズグラス グリツパニック シコクビェ

メ
2番綴8離2日） 2番メ目明27日） 2番糠明1一日）

亙 2α09 17護4 14．0エ

：DM％
夏

　　圭1．71

P6．68
　　圭0．14

P537
　　士α75
P5．50

圭0。87 土1．08 ±0・G5

蓋 366．8 272．墨 227．4
DM収量 士1．03 土　◎，1 士1z7
証／α810涜 買 371．7 347．9 263．2

士14．4 士2＆3 ＝と　4。3

亙 0，030 0，◎10 0，020
N（》3－N％

±0．006 士0．007 圭0．002

（DM中） 菰 α4◎◎ 0，140 α122
±0・138 士：0．052 ±α024

　キシュウスズメノヒエおよび対照作物のDM収量等は

第4，5表に示すと吾りである。本草のDM含量は畑条

件では水田条件のものよb高かったが，高N区になるに

つれて低下する傾向があb，1番刈草で顕著であった◎

査た，：水田条件のものは1，2番刈でN3倍区での低下が

認められた。鰐照作物2番刈のDM含量はシiクビエを

除き，高N区で低下した。

　本草のD瓢収量は，畑条件では1番刈で施肥水準の上

昇に伴うDM含量低下のため，生草収量の多いN3倍区

がDM収：量ではN2倍区より低かったが，いずれも標準

区よb高く，2番刈では生草収量に準じた結果が得られ

た。水田条件では1～3番刈とも標準区より高N区が高

いD購収量を示したが，N2倍区とN3倍区間の差は僅

少であった。対照作物2番刈に奏いても高N区は高い収

量を示したが，本草水制条件2番刈よ幻顕署に低かった。

このように，本草のDM含量は水闘条件で畑条件より低

く，また，N多罷により低下し，従ってDM収量：は畑，

水田両条件ともにN2倍区で高い収量を示し，　Nをこれ

以上増施してもDM収量の増加は僅少であると判断され

たQすなわち，本草の限界窒素施用水準はN2倍区程度

の水準で，この雌が比較的高い。一ズグラノ％近似

していると考えられる。な・k・，水田条件では1～3番刈

合計でN2，3倍区とも1◎a当り　2．4　tのDM収量で

短期間に高いDM収量が得られたが，本実験は植付初年

度のため初期繁茂が遅く，3回刈しか実施ぬ来なかった

が，次年度においては，6～10月の間に4～5回刈，生

草収量20t，DM収量3．4　t程度は十分可能であろう○

　　b）澱成分含量

　キシ“ウスズメノヒエの2番刈の織成分含量は第6

表のと澄りであった。畑条件のものは水田条件に比しD

M含量が高いので，水分以外の5成分も高い値を示した。

また，N施肥量の増加に従い，粗蛋白質，粗脂肪が増加

し，可溶無窒素物が減少したが，粗繊維，粗灰分には顕

　　第6表　キシュウスズメノヒエの一般成分含量

　　　　　　　　　　　（2番刈，9月11s　12鐵刈取）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新鮮物中％

土壌
�

実施罷

謨ｪ
水分 粗蛋

虫ｿ
粗脂肪

可溶無

qf物
粗繊条 粗灰分

畑
至
丑
斑

72．5◎

H2．86

V5．18

L76
y62
R22

α71

ｿ83
P．◎2

16．◎5

P5．68

P2．13

695
U．13

U．53

203
狽W8
､．92

水
　
田

亙
粛
白

8エ．62

W1。7屡

Wa22

エ．壌2

P．88

Q04

α媛◎

ｿ55
ｿ59

1α還3

l17
浮W7

490
T．32

`08

亙．23

P．3墨

P．20

薯な影響は認められなかった。本草は一般成分で比較す

ると2番刈で畑条件のものはオーチャードグラス（開花

期），ダリスグラス（再生草e出穂期）12艇近く，水田

条件のものでn一ズグラス（開花期），イタリアンライ

グラス（出穂期）12）に近かったが，いずれもこれらの牧

草類より租繊維が少なく，可溶無論素謡が多いのが特徴

的で，飼料価値は高いと判断された。

　　e）各種窒素成分含：量

　第4表に示すとte　bキシュウスズメノヒエは畑条件，水

田条件，1～3番刈のいずれもD廼中のT　一N，P－N，

NPN含量はN施肥量の増加に伴い高い値を示した。特

にT－Nの増加は著しく，畑条件ではN3倍区が標準区

の約2倍近い値を示した。P－N／τ一NはN施肥量を

増せば低下する傾向を示したが，水田条件では低下が小

さく，畑条件1番刈で顕著であった。従って，飼料的に

は水田条件が有利と考えられる。

N　0、　一N含量はNの増施に劫畑条件では顕著囎

加する（1番刈，「＝O．964P〈0．OOl）が，水田条件

では3番刈N3倍区で約α◎4％を示した他はいずれの

区も約e．02％以下とほとんど蓄積が認められなかった。

しかも，畑条件でのNO3－Nの蓄積は第5表の対照作物

のシコクビエ，グリーンパニック，U一ズグラスの同　一一

施肥同時期刈取のものの約1／3～1／4程度でs本草は

：X－1は標準区，RはN2倍区，勲まN3倍区
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本来NO　3－Nの蓄穣の少ない作物と考えられる◎な訟，

T－N含量との間にも畑条件，エ番刈で高い相関（r・

O．954P＜O．◎◎1）が認められた。

　轟，土壌中のT一賢，NO3－N含鐙

　キシュウスズメノヒエ栽培区劃の2下刈直後の土壌中

のT－N，NOゴN含量は第7表のと回りである◎畑訟

よび水田条件の土壌の蚕）M含量はそれぞれ6乞6～69．4，

47，8～50．2％であったが，D間中のT－N含量：は土蟹

条件，施肥区分にかかわらず，いずれもほぼ同程度であ

った。NO3－Nは畑条件では標準区で約◎・1m響％・N3

倍区では約2・1mg％と顕薯な増加を示したが，2連の

含量間には大差があった。水田条件では，いずれの施罷

区分もO．◎lmg％以下の痕跡程度であった◎このように

細条件の纏では鑛が翫三三3）でN・3－Nがほと

んど生成されず，従って本草のNOゴN蓄積が極めて少

なかったものと推定されたQ

　　第7表土壌中のT－N・NOゴN含量

土壌 下肥 D M　　　中

鮒
－｝

謨ｪ T－N　％ NO3－N　mg％

亙 α259 α103
9 圭◎，015 士0．◎4婆

月 畑 獲 α269 0，389
12 圭0．006 圭0・O17
B 懸 α257 2429

士0．◎◎7 士1．548

至 0，225 もr　葵甚

9 水 士0．020
月 狂 α257 もr

11 圭0．010
日 田 蟹 0，258 tr

±0．〇三〇

以上のことから，キシュウスズメノヒエは水田条件で

多肥栽培すると極めて高い生草，DM収量が得られ，ま

た，T－Nの増加に伴うP－Nの増加割合が高いためP

多肥，増収を行っても粗飼料として適当なものが得られ

る。さらにNO3－Nの蓄積が非常に少ないので，硝酸中

毒の危険はほとんどないものと考えられる。

　　　　　　　要　　　　　　約

　キシ”ウスズメノヒエを土撰条件（畑，水田），翼施

肥量を変えて栽培したQ

　1．N施麗量の増加に伴い生草，　DM：収量は増加した

が，N2倍区とN3倍区の収量差は小さかった。特に，

永田条件の生々，DM収量は極めて高かった。

　2・　τ一N・P－Ns　NPN訟よびNOゴN含量は・

N施肥：量を増ぜぱ増加したが，聖一Nに対するP－Nの

比率は畑条件で低下し，水田条件ではほとんど低下しな

かった。

　3．NOゴN含量の増加は畑条件で顕著で，水田条件

では僅少でvその含量は低値であった。また，畑条件で

のNO、一N含量は対照作物のm一ズグラス等の約％位

であった◎

　4・土襲中のNOゴN含量はN施肥量の増力庭より畑

条件では：増加したが，水田条件では痕跡程度であった。

　5．以上の結果から，キシMウスズメノヒエは水田条

件でN多肥栽培すると，生草収量，DM収量が著増する。

DM申のT－N・P噛囎量は高くなるがN◎ゴN含量

は極めて低いので，硝酸中毒の危険はほとんどないと推

定された。

一x　Iは標準区，ffはN2回目，皿はN3倍区

“e　be　trはO・01mg％以下
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茨大農学術報告　第24号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§麗鵬騰齪y

　　　P・・轍雁di・ti・h・m　L　was　cul傭ed　囎def　several　c・磁1。ns・f　s◎il　m・ls筑鵬（u蜘d鰯

or　lowla簸d負eld）　and繍roge難fert浦z｛ng　a搬。嚥s。

1．　The　yields　of　green　forage　and　dry　matter　increased　with　increasing　ef　ft　itrogen　fertilgzatioll，　bgt

small　differeitces・f£he　yieid　were　rec◎gnlzed　betwee鍛d・uble瞳r・ge殺fert｛lizi璽壌a費d師le．　The　yields

　of　green　forage　afid　dry　matter　increased　significantly　stnder　lowlafid　field　cofldition．

2．　Centents　of　total，．　protei”，　RonproteiR　ancl　nitrate　nitrogeR　increased　with　increasiBg　of　RitrogeR　fer－

　　til臨織b就癒e　decrease　of幽¢蘭◎of　p蹴el鍛嘘oge鍛繊d¢r　mplaRd飼d　co簸d｛ti◎難was　significanSiy

　　a薮dsllgh毅y臆nder　lowla窪d鰍d　cO繭重io慧・

3。　Nltrate　co簸te継s　in　痴e　pla齪　盈creased　markedly　澱der　up墨a員d　field　co織d量額劔倭，　b虚　出e　co虚e溢s

　were　about　oRe－third　of　coRtrel　plants．　URcler　lowland　field　conditiolt　nitrate　coi3teRts　were　very

　low　level．

轟．N｛trate　c戯e搬s　ln　solls　liacreased　as醸roge隻玉艶醐z磁lo1一敷creased　しmder　upland薮eld　co鐙dl重｛oit

　　b撚　were　重race　umder　垂owla跨d　fie董d　co璽idiまion．

5．　From　th¢se　resuks，　on　heavily　nitrogen　fertilizatiofi　l」nder　lowlafid　field　conditioB　the　yields　of　green

　forag¢　and　dry　matter　of　Paspagum　distichum　L．　increased　significantly．　Total　and　protein　nitrogen

c◎瓶ents　l鍛乞he　pl麟increased　b厩癬a£e　co厩e齪s　were　very　low．　The鍛，　i童was　ln艶τred　tha窒

出epl蹴cul漁宅ed　under　these　co鷺dit｛◎ns　ha引ittle　da鍛ger　of難1重rate　Ioxicl重y．
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